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〈暴動〉前後の釜ケ崎1956-1966
戦後（再）発見された社会学的対象

櫻 田 和 也

要旨

1961年8月当初「釜ケ崎事件」と報じられた第一次暴動は、直ちに大阪府労働部の西成分室（労

働分室）設置という行政上の応急措置を引き出す。その背景には港湾の深刻な機能不全があったが、

この事実は等閑視されてきた。前後して『都市問題研究』と『ソシオロジ』が特集号を編むが、こ

れらは「大阪社会学研究会」が事件前に着手していた調査報告である。本稿では、同研究会の沿革

とその実務を担った土田英雄（1924-2011）の一次資料をひもとき（第1章）同研究会「社会解体地

域」調査が釜ケ崎に至る経緯をたどる（第2章）。そこは、戦後突出したあらたな労働者層のドヤ街

を中心とした「巨大複合スラム」と把握されたのだった（第3章）。しかし大阪港史上「船混み」に

深刻な打撃を与えたのは〈暴動〉が建設日雇だけでなく、港湾荷役労働者の事実上ストライキだっ

た点にある（第4章）。こうした視点はしかし、社会病理学批判を経て見落とされてきた（第5章）。

以上の検討から、同研究会の調査史上の位置を再定位し、同時に〈暴動〉そのものを再評価するこ

とが本稿の課題である。
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はじめに

「わたしは神戸の埠頭で、アンコが手配師にたたきのめされ、逃げてはつかまり、息のたえるかと思

うまでリンチされる現場をいやというほど実見した。日本中をめぐり歩く記録者というわたしの仕事の

なかでも、これだけ暴力に接したのは始めてであった」（森 1963:219）

当初「釜ケ崎事件」とも呼ばれた1961年8月のいわゆる第一次暴動は、高度成長下における労働市場の

歪みを白日の下に曝した。戦後の労働基準法や職業安定法が目指した近代的理念は前近代的な暴力支配、強

制労働、中間搾取（ピンハネ）あるいは賃金の不払い、労災かくし、無届の職業紹介ないし労働力供給を厳

に禁じたはずだった。この夏、大阪港には荷上げをまつスクラップ船があふれるが、港湾労働法（1966年

施行）はまだない。法の及ばぬところで息をふき返した「労務手配師」は、脱法的ないし違法な就労実態を

復活させていた1）。

「事件」そのものは、直接には街頭にたおれた労働者にムシロをかけて長時間放置した警察の杜撰な扱い
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に起因する。その根底に「労務者」差別と同時に根深い労働問題のあることは、即座に感知されたといって

よい。翌年には財団法人を設けて西成労働福祉センターとなる大阪府労働部西成分室（労働分室）が事件の

翌月に設置されたのは、その証左に他ならない。

この異例の速度を「お役所仕事としては超スピード」と評した河本乾次（1966）は、事件後の釜ケ崎研究

を代表するものとして『思想の科学』の仲村祥一（1961）「釜ケ崎と社会科学徒の反省」をまず一読すべき

論文とする。著者が「大阪社会学研究会」一員として1959年から実態調査をしてきた点も見逃していない。

つぎに磯村英一を筆頭に同研究会メンバー、労働分室長の郡昇作ら多数の『釜ケ崎 スラムの生態』（磯村英

一他編,1961）を圧巻の書、『日本のスラム その生態と分析』（磯村編1962）も同研究会調査に依拠した

「見逃すことのできない」ものに数えている。しかし『都市問題研究』や『ソシオロジ』の緊急特集号が事

件前後に相次いで看過しがちであるが、当の調査は事件「前」に着手されたもので『都市問題研究』に発表

された「釜ケ崎の実態」は1961年5月号「スラム問題」特集であった（大阪社会学研究会1961a,同1961b）、

その点に注意したい。あの事件が大衆的な耳目をひきつけた事実はあるとしても〈暴動〉が調査の動機では

「なかった」ということだ。では、なぜ、いかにして〈暴動〉前夜の釜ケ崎は戦前の不良住宅地区調査以来、

相当部分の戦災焼失を経てふたたび社会調査の対象となったのか。当時、同研究会の実務を担った土田英雄

の調査ノート（土田文書）と写真記録の存在が、その事情をたしかめる手がかりとなる。

1.土田英雄と「大阪社会学研究会」

1-1.土田英雄の略歴とその資料（土田文書）

土田英雄は1924年、大阪天満の青果商に生まれた。父母ともに多

忙につき、幼少期は母方の親戚方へ預けられて北河内、和歌山、兵庫

と転じたのち1937年に大阪市立北区菅南小学校を卒業。大阪府立北

野中学校に進学、補習科を経て1943年に甲南高等学校文化乙類入学。

翌年には学徒動員で満州へ出征、まもなくシベリア抑留を経験してい

る。1947年1月、舞鶴に帰国、同年4月京都大学文学部哲学科に復

学、1950年3月卒業。同年4月、旧制大学院入学と同時に大阪学芸

大学（当時、現在の大阪教育大学）池田分校の社会学助手に着任。民

俗学を背景とした山村・漁村調査による妻問婚や隠居慣行をめぐって、

家族社会学の業績が数多くある。

大阪学芸大学では1958年に天王寺分校へ配置転換、同年講師、1961

年助教授、1967年には教授となる。この天王寺分校時代おそらく地

の利をえて、大阪社会学研究会の戦後都市スラム調査を集中的に実施

している。それらの調査計画段階から事前調査、聴きとりノートといった一次資料が2014年頃に古書市場

へ流出（のち大阪教育大学への照会により2011年没と判明）、収集した約100点（約10点は綴られた簿冊）

をここでは「土田文書」とする。このなかに大阪教育大学の定年退官（写真1）後、奈良大学で古希を迎え

て作成された年表と「昭和・大阪・私」と題した最終講義（1995）原稿があった。以上の経歴は、その骨子

を抽出したものである（土田文書#84,#85）。

また、土田英雄自身の撮影・収集したものとしてネガフィルム約 20本分とスライド150枚分の写真資料

を入手し（写真2）、順次デジタル化している。釜ケ崎地域を空間的にとらえた写真としては1959年～1962
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写真 1 土田英雄（1990）大阪教育大学
「定年退官にあたって」
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写真2 月の輪書林古書目録 17（高橋徹1994:182）

写真3 1950年代初頭の東四条（土田英雄）



年を中心に、古いものでは1950年代初頭の東四条（写真3）から1967年頃に至るまで、定点観測で有名な

中島敏（2018）や上畑恵宣（2012）写真以前の様子と連続的な変遷を把握できる、貴重な記録写真である。

1-2.大阪社会学研究会の沿革とそのメンバー

土田文書#4の自筆ノート（未完）によれば、大阪社会学研究会は「南大阪を中心とした十（数）大学の

（有志）社会学者たちの研究グループで、社会学の諸問題について自由な研究討議をやり、また共同で（経

験的な）実態調査研究を」続けた（引用文中括弧内は土田の手書きによる追記）。その成立契機は「関学で

の関西社会学会で和歌山大今崎教授、大阪府立大岡村教授、大阪学芸大横山助教授がたまたま相会し、大阪

地区で一部有志だけでも集って自由な研究討論会を開いてはどうかという意見が出て、すぐ有志をつのり、

とりあえず大阪学芸大学で第一回例会を開いて、社会学懇談会として発足」したとある。関西学院大学が開

催校となったのは1956年のようだ。以来数年間例会を重ねて1958年度から安西文夫の科学研究費で共同調

査の実施に至り、大阪社会学研究会と改称する。

土田文書#2に1959年6月1日現在の会員名簿（謄写版）があり、あいうえお順22名の所属（1名は手

書きでの追記）は表1のとおりである。また1965年6月1日発行の大阪社会学研究会「あんない」という

小冊子（土田文書#31）には順不同の一覧があり2）そこに記載の9名に網掛けの上で記載の所属を添えた

（小関三平と仲村祥一以外に異動はない）。そのかん発表された主な学会、雑誌特集等の報告、執筆順に分担

内容を添えている。初期にはかなり年配の参加もあるが、主力は土田と同世代の1920年代生まれであった。

愛知県立女子大学に転出した横山亮一にかわり大阪学芸大学に転入した益田庄三が加入した以外、1965年
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写真4 大阪社会学研究会メンバー肖像写真 ※別記［出典］のとおり各大学紀要の記念号等による。
ただし写真1にあげた土田英雄（11）の他10,23も収集したが、ここでは紙幅の制限から割愛した。


